外来・通所チームカンファレンス記録
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平成26年10月22日（水）　　　司会：三浦　綾　　　記録：佐々木　弘子

	小笠原
	東
	矢幅
	金田
	菅原
	小林
	戸賀沢
	服部
	櫻田
	慶長
	三浦

	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	業務
	業務
	業務
	○
	○

	松橋
	川井
	佐々木
	油津
	會津
	小屋敷
	間山
	吉田
	
	
	

	○
	○
	○
	年休
	業務
	○
	○
	○
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・医療福祉学会のポスター発表では、ポスター掲示とともに発表原稿も張り出しますので、発表原稿を所定のフォルダーへ10/27(月)までに提出して下さい。

・創立記念式典・祝賀会についての変更がWIZに掲示されているので各自確認して下さい。

・10/23(木)9：30～坂本健次様(青山荘入居者様)　一日体験利用予定

・10/23(木)消防査察

＜利用者情報＞
・成田　早希様～本日外来受診後にデイケア見学を希望し来所している。以前の見学の際に確認できなかったプログラムの内容や体験利用について確認したかったとのことで、スタッフから説明をしている。体験利用に関しては、本人の希望を確認し10/27(月)31(金)に体験利用することとしている。
・高橋　洋子様～長女より電話連絡がある。昨日に引き続き腹痛を訴えており､本日も欠席するとのこと。長女から見て､｢一旦は良くなったけど､行く時間になったら『お腹が痛い』と言いはじめた｣｢元気そうなんだけど｣｢行きたくないだけかも｣といった印象がある様子。下痢は止まっており､下剤も服用していない。明日は娘様が仕事が休みのため、状態をみて内科受診をしてくるとのこと。明日も長女より電話連絡いただき､状況確認していくこととしている。

・高田　マキ様～本日外来診察時､主治医へ｢盛岡市へ転居する｣｢岩手医大に通院するから､ここにもデイケアにも行かない｣等と訴えていたとの情報があり､その後本人がデイケアへ来所して面談を実施。｢彼氏が求婚してきたから､盛岡市へ行くことにした｣｢今月中に盛岡市でマンションを借りる｣｢岩手医科大に通院する｣等と訴えており､傾聴。盛岡市へ転居してマンションを借りることは現実的ではないこと､岩手医科大に通院するにしても､予約が取れない可能性が高いこと等を説明。｢でも､主治医が直接岩手医科大に電話してくれるって言ってた｣等と興奮して訴えており､主治医へ直接確認し､『自分で予約を取っていただき､転院が出来る場合に紹介状を書く』と話していたことを伝えると､渋々納得されている。デイケアの利用についても､具体的に盛岡市へ転居することになった場合に検討することを伝えると､了解。面談中､突然誰もいない場所に向かって｢うるせえんだよ！｣等と怒鳴ることもあり､不調はないか尋ねるが､｢なんでもない｣と答えている。面談終了後､状況等について随時相談いただきたいことを伝えると､笑顔で頷いている。

・大下　良悦様～昨日青風荘で20：10頃、他者の用事で3階廊下をスタッフが歩いていると部屋の中から動揺した声でスタッフを呼んでいるので訪室。「布団にカバーをかけれなくて・・・」と訴えており、手も震え、焦点が定まらず、話し掛けにも返答が無い等、思考停止状態が見られる。包布はほぼスタッフがかけており、ベットメイクを終えた後、落ち着くまで自室にて見守り行っている。20：30近くになると「薬、薬・・・」と再度ウロウロし出した為、一度呼吸を整えてから服用する事を伝えると応じられる。22：00巡回した際、ベット臥床しており声掛けすると「もう大丈夫です。さっきはすいません」と話されている。

　　　　　　　　本日デイナイトケアでは、思考停止状態は見られず、特に行動変化は見られていない。

・岩城　敏夫様～青風荘より情報有り、昨日夕食中や夕食後薬服用後むせ込み見られており、むせ込み中に涙目や肩を上げて息を吐いており、落ち着いたかと思うと再び咳嗽反射見られている。「あー、苦しかった」との発言あるも、その後は落ち着いて過ごされている。

　　　　　　　　本日デイナイトケアでの昼食では、むせ込み等見られていない。

・長瀬紘一郎様～本日の昼食中にむせ込んでいる。主菜に入っている肉類が、ミキサーにかけてはいるがゴロゴロしている物が見られている。「今日は調子が悪い」と話され、血圧は168/85mmHgである。むせ込みが少なく食事ができるよう、ミキサーでの食事状態と本人が飲み込めるか確認を行いながら観察続けていく。

・村上　元道様～昨日の来所時、昨晩撮り溜めた番組を見ていたら時間が過ぎてしまい、一睡もしていないと話されている。うみねこ幸房に休まずに出勤し、ナイトケアでも居眠りしている様子はみられない。しっかり出勤したことを評価している。帰宅30分前から急かすように麻雀を始めており、テンションが上がっている様子みられていたため、気持ちを落ち着けてから帰宅・就寝するように伝えている。

＜外来情報＞
・野月　和章様～下腹部に湿疹があり、デルモゾール軟膏1本処方となる。

・繁名　和恵様～頭痛、鼻水の訴えあり、ＰＬ顆粒　３Ｔ　３×ndE　５日分が処方となる。

・倉橋　生子様～額のあたりの湿疹を見せている。気にすることはないこと、近医を受診することを勧めるが、日赤受診を強く希望している。デイナイトケアにて同様の相談があった場合は、本人の訴えを傾聴した上で、近医への受診を勧めるよう主治医より指示がある。

・高柳　和子様～デイケアに行くのが楽しくなってきていると話している。

・青木　紀子様～生理痛用に、本日もポンタール処方されている。

・中村　鶴子様～兄夫婦のことをデイケア職員へ相談した際、「お兄さん、厳しいもんねー」と言われたことに不快な気持ちになったことを訴えている。相談を受けた際は、家族のことを悪く受け止めてしまうような言い方にならないよう注意するようにとのこと。

カンファレンスシート（吉田　キクエ様）

実施日：H26年10月23日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：松橋・櫻田・服部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：松橋

検討内容　計画・目標の見直し

	氏名
	吉田　キクエ様
	性別
	女
	年齢
	82
	生年月日
	昭和6年11月17日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	・基本的な生活習慣を身に付ける

・対人関係を学ぶ

・共同生活を覚える

	本人希望
	家に帰りたい。

	家族希望
	現在の生活を続ける。

	入院歴
	計　2回（最終：S47年5月～H13年7月）

	通所歴
	　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H13年7月11日～現在　　（週5回/月火水木金曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：青風荘
	家族構成





・長年疎遠となっている保護者（長男）は本人との面会を拒んでいる様子。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	年金なし
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体管理に配慮し、現在の生活を続ける。
	①日課を継続して行う。
	①食事当番でない日に手伝った際は評価をする。
	①負担とならない程度に食事当番日以外にも手伝いを行う。

	
	②体重維持。運動は動ける範囲で行う。
	②間食量を増やさない。運動プログラムの取り組み状況を観察する。
	②体重増加をしないよう間食量、内容を見直す。運動時、動きが小さい場合はスタッフから声を掛け、改善するよう意識をする。

	
	③積極的にプログラムに参加する。
	③プログラムで自ら発言できるようになる。
	③プログラム中に発言が少ない際、スタッフから声を掛け発言の機会を多くし、発言する事に慣れる。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①食事当番でない日に手伝った際は評価をする。
	達成度90％
食事当番日以外にも積極的に手伝いを行っている。他者から依頼された際にも快く引き受けている。
	手伝いすることを自分の仕事として行っている。問題なく出来ているので、達成とする。

	②間食量を増やさない。運動プログラムの取り組み状況を観察する。
	達成度80％
体重63.6kg BMI29.0（H26.10.1）

大きな体重の増加はない。間食については果物が多いとの事。お腹が出てきたときは間食を控えるなど体重が増えないよう意識し、調整できている。
運動については拒否なく参加。エアロビ後は腰痛があるとの事。高齢である為、動ける範囲で取り組んでいる。
	年齢を考えると、減量ではなく維持していけるよう関わっていく。



	③プログラムで自ら発言できるようになる。
	達成度20％
自ら発言する事はほぼないが、質問をすると答えることができている。
	プログラム参加は問題がない。しかし、体調や不調等を相談出来ないことや、自分の中にストレスを溜め込みがちな為、相談出来ることを目標として変更していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体管理に配慮し、現在の生活を続ける。
	①自分の思いや不調を相手に相談することができる。
	①自分の思いや不調を自覚できる。
	①思いを溜め込まず、スタッフに些細なことも話してみる。迷いが見られた際は、スタッフから声を掛ける。

	
	②体重維持。

ムリなく運動プログラムに参加する。
	②間食量を増やさない。

体重を増やさないように運動プログラムに取り組む。
	②体重増加をしないように間食状況を青風荘と情報共有して、内容を把握する。運動は自分の動ける範囲で取り組む。

	
	
	
	


※治療計画：短期目標を達成するために、具体的に本人・スタッフが行うこと。

· 作成後は、患者情報一覧フォルダに保存して下さい。

青南病院⇒看護共有⇒患者情報一覧⇒外来患者⇒利用者個人フォルダ

保護者


石橋章央様





次男


石橋秀利様








